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Emile Guimet エミール・ギメ（1838-1918）時代の
仏教と宗教学

フレデリック・ジラール

　今日、東洋大学の国際哲学研究センターで自分の研究を発表する機会が与えられたことに、喜びと感謝の念を表

します。特に、発表を勧めていただき、東洋大学へ御招聘の便宜をはかってくださった先生方、竹村学長、橋本先

生、渡辺先生、岩井先生を始め、諸学兄に改めてお礼申し上げる次第であります。

　東洋美術の歴史の中で重要な位置を占めているエミール・ギメ Émile Guimet（1838-1925）は、数多くの観光客

に訪れられている人気のある地域に、東洋博物館を創立したことはよく知られている。但し、その創立者の構想こ

そがフランス人、ヨーロッパ人をはじめ、世界中からきている観客の東洋思想、東洋宗教、東洋美術に関する考え

方を形作っていること、又、文化、学術知識の持ち主である観客に大きな影響を与えていることに注意すべきであ

ると思われる。

　このように影響力のあるギメは実際にどういう人物であったのか、又、どういう目的を目指していたのかが問題

になる。さらに、実在のギメの意志、目標、希望は主に、東洋学博物館を建てる同時に、東洋に関する学識を流布

すること、東西文化交流、人文科学、美術学の分野を広げること、又、新しい学問として所謂「宗教学」を設立し

たいということであったことに注意したいのである。

　ギメは、リヨンの高ブルジョワ階級出身で、彼の父が創立した「ブルー・ギメ（Bleu Guimet）」で有名となっ

た会社の社長の地位を受けながら、エジプト趣味に引かれた後、美術や演劇や音楽と共に、エジプトの宗教をはじ

め、東洋考古学や宗教学の研究に手を付けている。エジプト学、東洋学、取り分け、ジョルジュ・ラファイエ

Georges Lafaye（1854-1927）1 という学者と共に、イシス信仰を専門にしていた。ギメはイシスの宗教を死ぬまで

研究し、特にギリシャ、ローマ、ガリヤ、ゲルマニア他の現地宗教との混淆を専門にしていることが、彼の出版

物、「ローマのイシス」や「ガリヤのイシス崇拝者 」を見れば分かる。又、そのイシスの混淆宗教の分析に際して

目立つのが、プラトンや新プラトン主義的な解釈をも付け加えていることであるが、これは恐らく十七世紀のイエ

ズス会のアタナシウス・キルヒャー Athanasius Kircher（1601-1680）の書いた『挿絵の中国』（La Chine Illustrée）

（1670 年）2 やモンフォコン Montfaucon などのイシス信仰の専門家の影響が見られる。

　彼が東京についてすぐに、最初に訪問したのが、江ノ島の弁財天である。又、日光の住職修多羅亮榮によって紹

介された名古屋の長栄寺の住職から悉曇の手引き、悉曇摩多體文を手に入れた際に、長栄寺のそばの深嶋神社、宗

像三女神、多岐理比売命、田霧姫命、田心姫命と那古野庄の深嶋弁財天について調べる機会があった。京都では、

興聖寺で禅宗の齋藤竜関にあっているが、お寺にも弁財天と大黒天の彫刻が収められていたので、ギメにとっては

両方の神が普遍的な性格を持っていたと信じていたかもしれない。

　しかし、彼の全体の業績、学問的な好奇心や方法論をみてみれば、ギメの日本宗教コレクション、特に彼が集め

た日本仏教パンテオンや、神仏の彫刻、絵画を閲覧していくと、日本宗教の全体を理解する手引きになることに気

がつく。それを明らかにしてくれたのが私の恩師であるベルナール・フランクである。

　それ故、1880 年にギメ博物館が出来た同時に、ギメは学術出版物を主宰して「ギメ博物館紀要」と「宗教学歴

史紀要」とを創刊したことは、あまり知られていないが重要な出来事であると思う。
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一節　ギメの目指したことは何であろうか。

　ギメはフランスの文部省から奨学金を得て、明治九年の夏、秋、冬にかけて、日本、中国、印度を訪れており、

日本の宗教を研究テーマとして日本を訪れていた。

　ギメはどのような目的で日本に学識見聞を深めにきたのかについては、『日本散策』を読むと、ある日本人がそ

のことを質問したところ、ギメは自分が新聞記者でもなければ、宣教や観光などの為に来ておらず、日本の宗教の

研究のために来日したという返事で問答が終わっている。又、大津の日吉神社の有名な神主である西川吉輔の

1876 年 10 月 30 日の手紙では、フランスからカトリックの宣教師が大津、三井寺へ来ることを聞き、彼をやっつ

けに行って論破してやると決意して、その宣教師を迎えにいっているが、ギメは自分が宣教師ではないと明らかに

したのであった。

　実際、日本の法務省の明治 9 年 9 月 5 日付けの国立公文書文庫所蔵の文書を見ると、フランス法教師ギメは絵描

きのレガメと一緒に、我が国仏教の景況見聞のために、日光、浅間、鎌倉、伊勢、奈良、京都の神社、寺院を巡覧

することを許可する、と書かれている。その文書を見る限り、ギメは日本仏教の状況を見学するために、来日した

のが確実である。但し、所感に過ぎないが、日本の宗教全体を研究しにきたのではあるが、以前よりホフマンの日

本宗教、取り分け日本仏教に関する描写を読んでいたため、一番重要に思われたのがやはり、仏教だったというこ

とであろう。

　ギメは年代的には 19 世紀と 20 世紀に跨がる人であるが、ある意味では完全に 19 世紀を象徴しているといえる。

若い頃から自分の人生を自分で決め、一種の人間中心主義で人生を送り、理想と思ったことを勇敢に実現すること

に努力し、成功したとも言える。彼の業績を見ると、非常に幅広く、かつ驚くべき教養、ギリシャ、ラテンの古典

のみならず、ヨーロッパの中世・近世の歴史や思想の学問も汲みとり、又、他国の文化への好奇心、歴史学、学問

の方法論に注意しながら、自分の修身を完成し、自己の心を養った知識の持ち主である。また、一方では彼自身の

人間的な態度もそれを表している。というのも、彼が父から受け継いだ家業のやりかたは、共和主義思想と合わさ

り、人間社会の上で、他愛的に、公正な態度で正義的に、又、平等的に自分の会社の雇用人を扱うように配慮しよ

うとしている。そのようなところに人間尊厳という態度が目立つ。それは彼が信じていた、フランス風であるが、

当時の理念であった社会主義の原理に基づいてとった態度である。但し、特に 19 世紀に、例えばドストエフス

キーのような知識人の間に流行していたフーリエ（Francis Marie Charles Fourier, 1772 生まれ）の思想にも基づ

いていた。

　ギメは小さい時から美術的な感覚が発達しており、陶器、絵画、音楽に傾倒し、又学問、文芸、文学の造詣も深

く、人間と社会の発展の中心をなす哲学、宗教の問題に深い関心を持つようになった。例えば、自分で作曲した音

楽や、或は他の作曲家の音楽を、町の中で行列を作り、会社の雇用人に演奏させたりしている。そういうふうに雇

用人を動員して彼の考えでは自分の会社の中で自分と会社員が一揃いでフーリエの理想に相応しい一種の家族を作

るようになり、彼が考えた理想的な社会が出来ると思い込んでいた。このようなブルジョワ上級の社会主義が生ま

れたのはフランスの産物ではないかと思われるが、そういう思想はフランスの社会に深く根ざしているといえよ

う。

　そういった思想の中にカトリック教会の作っていた伝統神学、道徳価値システムに反抗した思想が流れているた

め、無神論的な要素が大分入っており、キリスト教でない宗教、思想システムへの関心が深まり、多神教、神の存

在を軽視し無視した儒教、取り分け仏教等は、近代思想の要求に応じるような宗教思想でもあった。特に 19 世紀

には仏教はカトリックの神のような道徳権威がなく世俗的な哲学思想のように見え、知識人だけでなく、ギメと親

しくなった政治家である社会主義者のジュール・フェリー文部大臣や頑固な性格で知られている大将軍の自由思

想、日本趣味の深かったジョルジュ・クレマンソー大統領も非常に関心をもっていた思想であった。

●エミール・ギメ（1836-1918）年表
1836：生まれ

1860：蒼色家業を継ぐ
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1865-1866　エジプト見学

1867：エジプト画、或る観光者の日記

1868：明治維新の年、ギリシャ、トルコ、ルーマニア旅行、画で見られたヨーロッパの東洋

1869：アルジェリヤ、チュニジア旅行

1871：チェルヌスキの日本見学

1872：『エジプト人のアジア』

1873：パリで第一国際東洋学会の極東部（中国、日本、インド、タタール）に参加

　　　東洋と近代人類学、民俗学の方法論に関心を深める

1876：	フィラデルフィアヒアで万博でレガメや曉斎に合う。レガメと中国、印度、日本はフランス文部省奨学金で

宗教調査に行く

　　　26.8　横浜　2.9　東京、鎌倉、江ノ島、12-15.9　日光、上旬 .10　東海道、

　　　4.10　箱根、9.10　名古屋、13-14.10　伊勢、16.10　京都、3.11　上海へ出発、

　　　中国、一ヶ月間

　　　印度、一週間

1877：	三月フランスへ帰国。『日本散策』出版

1879：	リヨンでギメ博物館創立

1880：	『宗教学雑誌』、創立

1883：	『ローマ風のイシス』

1884：	ギメはフランス政府に博物館を寄付し

1898：	『プルタルコスとエジプト』

1900：	『ゴールのイシス崇拝教団』

1945：	ギメ博物館が国立博物館になる

・ギメと交流のあった主な人物。
・有名人

槙村正直（1834-1896）bijutsu fukoku 美術富国 hakurankai 博覧会）と付き合う。

九鬼隆一（1852-1931）や福沢諭吉（1860-1862）に 1884 年、巴里で逢っている。

金澤、鎌倉、片瀬江ノ島へ Charles Wirgman（1832-1891）と見学する。Wirgman は Illustrated London News, 1861

や月刊の le Japan Puch（1862 à 1887）に記事掲載し、写真家の Felice Beato 1861-1867 と付き合い、又 小林清

親に逢い、学者の Ernest Satow と知り合い、画家の Georges Bigot（漫画 manga）と逢う、

東京と名古屋で 川鍋曉斎（1831-1889）と逢う。

・通訳者

通訳者は Léon Dury、日光と東海道と京都で近藤徳太郎、歌原十三郎（近藤は東京大学の前の段階の開成学校出

身）

京都で富井政章等（1858-1935）が通訳してからリヨンでギメと仕事を続けている。

今泉勇作（1850-1931）は後に、リヨンで梵語、ラテン語、フランス語、考古学の仕事をギメ博物館で続けている。

山田多田済（1855-1917）

・神道の神主

佐八定潔（Sabache, Sōchi Sadakiyo）、レガメによる二十二・二十三歳の時の肖像

十月十三日十四日伊勢で 田中頼庸と浦田長民に逢う。

大津市で、ギメがキリスト教の宣教師かと疑問されて日吉神社の西川吉輔と問答する。（年、十月三十日の書簡）。
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・仏教僧侶

修多羅亮延（1842-1917）、日光山門跡。

唯我韶舜（1804-1890）、浅草寺住職。

村田寂順／多喜寂順、妙法院門跡。

斎藤龍關（1831-1892）／良華、興聖寺住職。大教院の前教導職。

島地黙雷（1838-1911）、赤松連城（1841-1919）、渥美契縁（1840-1906）、西本願寺重役。

浄土宗の角谷隆音 1817-1883）、平家の末裔、西京聖光寺住職。

尊壽院住職の金光寺信元（1835-1898）。

日蓮宗の高麗智運（? − ?）妙滿寺住職。

山本藻助、経仏師。

・イシス信仰

アモン　　　　ゼウス　　　　　　ユピテル（主宰、天）

新プラトン派、ヘルメス聖典　　　translatio graeca：エジプトの神＝ギリシャの神（Hérodote 484-425）

オシリス　　　デイオニソス　　　バークス

オシリス　　　ハデス　　　　　　プルト＝セラピス（イシスの夫＋アピスの牡牛）

オシリス＝カノペ（火之神、壺の中に死者の内臓を納める壺、水を吐く人間の頭の壺、ロマ、ポンペイ）

イシス　　　　デメテル　　　　　セレス

イシス　　　　イヨ、プロメテウスの娘（XIVe s.）

ホルス　　　　アポロ　　　　　　男性のヘカト

童子ホルス　　Har-pe-hered = ハルポクラト　　Harpocrate（エロス羽童子）

青年ホルス＝ Aroëris（密儀の沈黙の神）

三頭、蛇體のセルベル　　Signum triceps（獅子＝現在、犬＝未来、狼＝過去）（輪廻無常の時間）

トット−野生犬頭アヌリス　　　ヘルメス　　　メルクル　　　（智慧、文字）

　マルシル・フィサンの『プラトン神学』1482 によればエジプトとプラトンとキリスト教の宗教哲学は同じく真

理と愛としての神を明らかにする。ヘルメスートット聖典はプラトンの哲学や福音の源であってオシリスの神話は

キリストのパッションに準える。へルメスの象徴たるカデイユーシェ（ケルケイオン）はオリヴィエの枝を捲る蛇

からなっていて弁舌や商売や医学の象徴でもある。仏敵の悪魔を降伏するクリカラ不動の形に似ている。

　殺されてナイル川に捨てられたバラバラの體のオシリスは奥様のイシスによって甦らされてホルスを生ませる。

オシリスは豊穣と再生の象徴のナイル川とされてセラピス - オシリスと牡牛のアピスの合一神として土地、豊穣、

言葉、植物、再生の神、あの世の神の長い髭の老人、ハデスの形で（犬、狼、獅子）三頭の犬を側に時間と永遠の

神と植物の冠を被って農業豊穣の神。

　カノプという名前で知られ聖水、再生の豊富な植物としてデイオニソスと合一されて、オジリスはミイラの形で

手に権𠀋と鞭をもって羽の入れた宝石冠を被ってローマやポンペイで死と再生の密教的な儀式の本尊とされてい

た。

　プルタルコスによればオシリスはナイル川でイシスはナイル川で養われている土地でホルスはその土地から出た

植物、食べ物等を表している。各の神は合理的に説明されて一つの宇宙的な原理を表し、象徴的な形をとった哲学

的な概念に当たるものである。その世界観には神々の上にある摂理に治められてギメは仏教の因縁に例えている。

　イシス崇拝はギリシャ風のオシリス神話の主宰として豊穣、農業、結婚、社会秩序の女神のデメテルと融合して

エレウシスの密儀の本尊として運命の神としても近世ヨーロッパで崇められた。

　16 世紀にヒエログリフへの関心とイシス銅板の発見はイシス崇拝を復興させながらエジプト神話の研究を進ま

せる。

　イシス銅板はイシスを中心に三十五柱の神を描いている。各々の神は一つの役割を持ってその役割を表す一つの
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動物の部分や一つの属性、道具を伴っている。イビスの顔トット、鷹の顔のホルス、死者の霊魂を導く犬の面のア

ヌビス、牡牛のアピスや鰐、スフィンクス、スコルピオ、ミイラや冠、玉、首飾り、棒、錫杖、スケプトルム、

壺、偽物の解読出来ないヒエログリフ等は何回も複写されている。1559 年にエネアス、ヴィーコの複写が有名。

完璧な宗の世界を描くこの銅板はエジプトを出発点としてすべての国のすべての神、神の動物や象徴や属性の比較

目録を作る考えを与えた。この銅板を註釈してロレンゾ．ピニヨラは 1615 に印度へ行ったセロステイスやオシリ

スの伝説によって比較宗教学を企ている。アテナシウス・キルヒャー 1601-1680 はエジプト、印度、中国、日本、

ヨーロッパ、アメリカの神々を新プラトン派的な汎神論的な解釈 lectio idealis で宗教、神学、テオソヒア、哲学

を同一視して膨大なエジプトのエディプス 1652 略して絵図の中国 1670 を出版した。彼の哲学では世界は四つのレ

ベルをわけて神々が表している宇宙的イデア、元素的な概念からなっている。この四つのレベル（イデア、理性、

天上、元素世界）は眼に見えない神的な中心から出ている神々によってお互いに通じ合うとする。アモンはすべて

を照らす原理、最上神であってイシスは豊富な自然、月様ですべての形で現れている普遍的な母系的な自然界、受

け身の原理であるのに対してオシリスは能動的な原理である。ホルスは所動と能動の両面を合わさった原理であ

る。三人とも三角的なトリアドとなっている。神々、ヒエログリフや漢字、属性等の習合によって宇宙が

emanatio 流出 resorptio 帰着の両過程で救済的なプロセスが進んでいる。

　ギメの見ていた宗教観では神々の姿や属性、道具の役目など哲学、形而上学、合理的に組織された概念の世界で

あっただろうか。

・ギメの問答

I． Création　造物、造物者有無

神道　造化三神即天御中主神。禪　唯心ノ所現。日蓮　小乘魔醯首羅天「神名」造作　大乘説因縁所成、真宗　本

有自然ノ理、浄土宗　衆生一心　真言宗　正報業感、依報自在天梵天、天台宗　能造主宰不立、萬物心造法、因

果、真如

II． Puisssance et vertu du Hotoké　幸災、威徳、地獄天国の果報の主宰

	 Juge et sujet de la rétribution des actes　禍福所由

神道　神の威徳。禪　無し。日蓮　小乗業、大乘眞妄、真宗　自己ノ因縁ヨリ感招、浄土宗、真宗　因果自然ノ常

理、隔絶セル古今ノ變化、浄土宗　自業内因、佛神主宰賞罰外縁、唯心所造　真言宗　地獄或ハ天堂ヱ到ルハ自

業自得、天台宗　法身般若解脱ノ三徳、常樂我淨ノ四徳、十力四無所畏等ノ威徳

III．Miracles, Effets magiques　奇特、法力怪異

神道　無し。禪　無、神通力。日蓮　神通力、不思議、真言宗　因果自然の常理、浄土宗、真言宗、神通不思議、

天台宗　禪定智恵咒力發得、神通自在

IV．Vie future 來生、心魂未來ニテ生死有無

　神道　天に魂不滅、罪悪人魂不歸天。禪　心性不生不滅。日蓮　人魂漸滅セサル、真宗　三世展轉シテ無盡ナレ

ハ三世即チ無始無終ナリ、浄土宗　人魂至処ハ此魂此身内、真言宗　三世因果、天台宗　成毀アル者ハ肉身ナリ

始終ナキ者ハ心魂

V．Morale 心理（修行）、心を理ム、耶蘇教の十戒

神道　神所賦の魂自識善悪邪正是非忠孝、神魂歸天。禪　贅沢な質問。日蓮　五戒十善、諸惡莫作衆善奉行、真宗

「諸惡莫作　衆善奉行　自淨其意　是諸佛敎」「通戒偈」、浄土宗　本律寺、遁世寺、官寺三寺、　真言宗　戒法ヲ

護持　天台宗　修心、戒定慧
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VI．Histoire et doctrine 佛教主意大概、宗旨の來歴、来歴と教示

神道　造化三神、機能の萬神、人、神武。禪　諸悪莫作衆善奉行自浄其意是諸佛教」教外別傳不立文字。日蓮　佛

界因果ノ功徳受得、真宗　因縁生起ノ法理、浄土宗　十界同一佛性、　真言宗　我身即チ佛身、天台宗　顯密禪

ノ三

VII．Culte des mânes et des esprits 鬼神、Dieux japonais et Buddha 神と佛、佛説神、漢神、國神

神道　行：威儀作法清浄 , 誠敬 . 禪　天部佛法守護ノ善神　租税ヲ納ムル .　日蓮　隨機縁崇奉、漢神崇敬セス、真

宗　阿彌陀佛ヲ信奉スルノ外別ニ奉スル所ノ神ナシ　餘ノ宗旨ニ佛ノ變化身、浄土宗　權實二神、三国五行詫神

　真言宗　神徳霊妙不測、國家守護佛法擁護、大國主 = 大黒神後人憶説、天台宗　神則佛　佛則神

VIII．Textes sacrés de base 所依の佛經、佛祖書目

神道　古事記、日本書紀、大日本史等。禪　『臨濟録』。日蓮　真宗　浄土宗　真言宗　天台宗

追加　真言宗　印ノ義

・書誌学。
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注

１	 Histoire du culte des divinités d’Alexandrie hors d’Égypte, 1883. Georges Lafaye, Histoire du culte des divinités d'Alexandrie, Sérapis, 

Isis, Harpocrate et Anubis, hors d'Egypte : depuis les origines jusqu'à la naissance de l’école néo-platonicienne, Paris, Thorin, 1883.

２	 ギメ博物館の図書館に収められているのでギメ自身が読んだと推測出来る。又、Vera & genuina mensa Isiaca, sive tabulae 

Bembinae interpretatio という書物も所蔵されている。




